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〔要旨〕

ドイツ人の旅行行動を、動機、期間、目的地の観点から定量的な分析を試みた。ビジネス旅行
の目的地が内外の大都市であるのに対して、休暇旅行の目的地は国内では、南部と北部に２分さ
れ、また外国旅行においても北西ヨーロッパと南ヨーロッパに２分されている。ドイツの旅行収
支をみると、所得水準が相対的に低い国に対しては支出超過であり、ドイツと所得水準が同程度
である国に対しては、収支が均衡する傾向がある。

〔はじめに〕

ドイツ語圏において、「観光」に相当する言葉として Fremdenverkehrと Tourismusが用いら
れてきた。
このうち、Fremdenverkehrは、ドイツ語固有の概念であり、１９世紀から２０世紀にかけてドイ

ツ語圏において使われてきた。この語は、Fremd（er）すなわち、「見ず知らずの（人）」unbekannt、
「好ましくない（人）」unerwünschtのニュアンスを含んだネガティヴなシラブルを含んでいる
ので、「ゲスト」（Gäste）や中立的な「ツーリスト」（Touristen）を使うように勧められること
が多い。今日では、Fremdenverkehrは Tourismusとの対比においてとくに国内の側面、内国経
済的側面（nationalen und binnenwirtschaftlichen Aspekte）およびインバウンド観光（Incoming―
Tourismus）が強調される。最近では、「旅行現象」（das Phänomen des Reisens）は、国際的に
通用する Tourismusと記述される傾向がある。Tourismusは第２次大戦後に登場した比較的若い
造語であり、英語の tourism、フランス語の tourisme、イタリア語・スペイン語の turismoに依
拠している。Fremdenverkehrとの対比において、Tourismusは特に国際的側面、従ってアウト
バウンドの面に（auf die internationalen und damit auf die Ausreise― oder Outgoingaspekte）
焦点があてられる。i

ドイツ語圏における「観光」を対象とする最も権威ある学術雑誌は、dwiftが刊行する『観光
年報』（Jahrbuch für Fremdenverkehr）であり、同誌には豊富なモノグラフが掲載されている。こ
のほか、ドイツ観光学会（Deutsche Gesellschaft für Tourismuswissenschaft）は、２００９年から『観
光学雑誌』（Zeitschrift für Tourismuswissenschaft）を発行している。
ドイツの観光市場を経済学的視点から体系的に考察した研究は、すでに８版を重ねたフライ

ヤーによる古典『観光――観光経済入門――』が傑出している。ii

本稿では、フライヤーによる観光現象の３つの視点、――「動機」（Motiv）、「期間」（Dauer）、
「目的地」（Zielort）――、iii に着目し、ドイツ人の旅行形態について、国内旅行・国外旅行を
あわせて定量的に分析する。
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１．ドイツ人と旅行

ビジネス旅行・休暇旅行を区別なく、ドイツ人の年間平均旅行日数を見ると、１０日あまりであ
る。２００２年以降、旅行の期間はおよそ１日短縮されてきた。（〔表１〕参照）
この数値から類推されるドイツ人の休暇旅行行動は、一般の印象よりも控えめであるかもしれ

ない。ビジネス旅行者による旅行日数は、休暇旅行者による旅行日数より少ないために、平均値
に下方バイアスがかかっている可能性がある。しかし、ADACが行った休暇行動に関するアンケー
ト調査（［表１－２］）は、この数値に近い傾向を示している。
２００８年度におけるドイツ人の旅行延べ人員は、２億７千万人であった。個人旅行もビジネス旅

〔表１－１〕ドイツ人の年間平均旅行日数

年度 日数

２００２ １１．９

２００３ １１．６

２００４ １１．１

２００５ １１．０

２００６ １０．９

２００７ １０．７

２００８ １０．８

２００９ １０．７

DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2005, p．４, idem 2008 , p．４ et
idem 2009 , p．７より作成

〔表１－２〕ドイツ人の休暇期間（％）

休暇期間 ドイツ人全体 ６０歳以上

１週間 ２３．７ １７．５

２週間 ５７．４ ５５．８

３週間 １３．９ １９．１

４週間 ２．７ ４．０

（典拠）ADAC, Reisemonitor 2008 : Das Reiseverhalten der Silver―Urlauber , ADAC
―Verlag

〔表２〕ドイツ人の旅行
（２００８年度、１５歳以上、宿泊を伴う旅行）単位 １００万人

合計
個人旅行

ビジネス旅行
個人旅行計 ４泊以上の旅行

合計
国内
国外

２７１．２
１８５．０
８６．２

２１４．５
１４１．５
５８．６

１０３．８
４５．２
５８．６

５６．７
４３．５
１３．２

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009, p．４１７
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行も国内旅行者が圧倒的に多数を占める。しかしながら４泊以上の旅行者に限れば、国外旅行者
が国内旅行者を上回る。（〔表２〕参照）
ドイツ人による国内の旅行先では、バイエルンがもっとも多く、次いでノルトラン・ヴェスト

ファーレン、バーデン・ヴュルテンベルク、ニーダーザクセンの順となっている。個人旅行にお
いても、この順位は変わらないが、４泊以上の個人旅行においては、バイエルン、メクレンブル
ク・フォアポンメルン、ニーダーザクセン、シュレスヴィヒ・ホルシュタインの順序となる。
一方、ビジネス旅行については、バイエルンが最も多く、次いでノルトラン・ヴェストファー

レン、バーデン・ヴュルテンベルク、ヘッセン、ベルリンの順である。
ここで、都市の旅行目的地を抽出すると、過去５年間の順位に変動なく、ベルリン、ミュンヘ

ン、ハンブルク、フランクフルト、ケルンと並ぶ。この５年間の変化率では、伸び率の大きい順
にフランクフルト、ベルリン、ミュンヘン、ハンブルク、ケルンとなる。
〔表５〕によって、ドイツの都市における宿泊状況を確認すると、「地域の中心都市」において
はいずれも、年間１００万人以上の宿泊者を集めている。「地域の中心都市」といっても、相対的な
中心都市であり、都市の吸引力は連続的である。

〔表３〕ドイツ人の国内旅行先
（２００８年度、１５歳以上、宿泊を伴う旅行）単位 １００万人

合計
個人旅行

ビジネス旅行
個人旅行計 ４泊以上の旅行

バーデン・ヴュルテンベルク ２１．０ １５．１ ４．３ ５．９

バイエルン ３２．０ ２３．８ ８．９ ８．２

ベルリン １１．０ ７．１ ２．３ ４．０

ブランデンブルク ５．５ ４．６ １．１ ０．８

ブレーメン １．６ １．３ ０．３ ０．３

ハンブルク ７．１ ４．６ ０．９ ２．４

ヘッセン １２．２ ７．８ １．８ ４．４

メクレンブルク・フォアポンメルン １０．８ ９．８ ５．２ １．０

ニーダーザクセン １７．５ １４．６ ５．０ ２．９

ノルトラン・ヴェストファーレン ２５．９ １８．８ ３．３ ７．１

ラインラント・プファルツ ９．０ ７．５ １．９ １．５

ザールラント １．１ ０．９ ０．３ ０．２

ザクセン ４．７ ４．１ ０．９ ０．７

ザクセン・アンハルト ９．４ ７．３ ２．５ ２．１

シュレスヴィヒ・ホルシュタイン １０．４ ９．５ ４．９ ０．９

テューリンゲン ５．６ ４．５ １．５ １．１

特定できない ０．１ ０．１ ０．１ ０．０

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009 , p．４１６
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〔表５〕ドイツの都市における宿泊状況
（２００８年、９名以上の収容能力のある宿泊施設およびキャンプ場）

都市名 宿泊者数 宿泊件数 平均宿泊日数

１ ベルリン ７，９０５，１４５ １７，７７０，２７７ ２．２４

２ ミュンヘン ４，８３０，３９３ ９，８４７，１２２ ２．０４

３ ハンブルク ４，１１６，３３５ ７，７２７，６２１ １．８８

４ フランクフルト・アム・マイン ３，３５２，６８４ ５，４２２，７６７ ２．０４

５ ケルン ２，３８４，７７５ ４，３０８，７０１ １．８１

６ デュッセルドルフ １，８６０，８５２ ３，３６０，３４６ １．９１

７ ドレスデン １，５１７，０４１ ３，２８３，７７７ ２．１６

８ シュトュットガルト １，４８６，４２５ ２，７３６，１４９ １．８４

９ ニュルンベルク １，２５２，６７２ ２，２７６，６６０ １．８２

１０ （情報非公開）

１１ ハノーファー １，０２８，０５２ １，８５５，６７１ １．８０

１２ （情報非公開）

１３ ブレーメン ７８５，６０５ １，３６３，３５８ １．７４

１４ フライブルク・イム・ブライスガウ ６２０，３８２ １，２１８，０８４ １．９６

１５ ボン ６０７，４０６ １，１９８，０４０ １．９７

１６ リューベック ５５５，３５５ １，１７３，９０８ ２．１１

１７ ミュンスター ５１３，９４７ １，１０９，７１１ ２．１６

１８ エッセン ４９３，４６４ １，０７８，２９９ ２．１９

１９ ヴィーズバーデン ５２２，０９０ １，０４９，３１２ ２．０１

２０ ハイデルベルク ５２７，５０９ ９６２，１５５ １．８２

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009 , p．４１４
（注）情報公開していない都市のひとつはライプツィヒと推察される。

〔表４〕 都市旅行目的地
（９名以上の収容能力のある宿泊施設への到着者数） 単位 １００万人、外国人を含む

２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年

ベルリン ５．９２ ６．４６ ７．１ ７．６ ７．９ ８．３

ミュンヘン ３．８０ ４．１２ ４．４ ４．７ ４．８ ５．０

ハンブルク ３．２６ ３．４５ ３．８ ４．０ ４．１ ４．３

フランクフルト・アム・マイン ２．５４ ２．７２ ３．１ ３．３ ３．４ ３．２

ケルン ２．１３ ２．３３ ２．４ ２．５ ２．５ ２．３

（典拠）DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2005, p．５, idem 2006, p．３, 2007, p．３,
2008, p．３et 2009, p．４
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２．ドイツ人のビジネス旅行

ビジネス目的に限定したドイツ人の旅行を〔表６〕～〔表８〕によって概観すると、平均旅行
日数は、２．３日であり、１旅行あたりの費用は３００ユーロあまり、１日あたりの費用は１３５ユーロ
である。
ビジネス旅行における費用の構成においては、航空機運賃が２８％で最も多く、宿泊費（２４．５％）

がこれについで多い。接待費が１２．５％を占めている点がビジネス旅行固有の特徴である。
旅行目的地は、ドイツ国内においてはベルリン、ミュンヘン、ハンブルク、デュッセルドルフ、

ケルンの順である。国外では、ヨーロッパの大都市であるロンドン、ウィーン、パリが上位を占
めている。ヨーロッパ以外では、モスクワ、上海、ニューヨークが多い。
内外を問わず、ビジネス旅行とは都市旅行とほぼ同義であるといって差し支えない。しかし都

市旅行イコール、ビジネス旅行ではない。

３．ドイツ人と休暇旅行

〔表９〕～〔表１５〕は、ドイツ人の休暇旅行に関する統計である。以下、これを手掛かりに分
析を進める。
休暇旅行においては、性別を問わず外国旅行を選好する。わずかに６５歳以上の年齢層のみ、国

内旅行が外国旅行を上回っている。
休暇旅行に支出する金額においては、８～１４日の旅行において最大値を示している。

〔表６〕ビジネス旅行市場（２００８年）

延べ件数（１００万） １６３．１

平均日数（日） ２．３

総費用（１０億ユーロ）
１０～５００人の事業所
５００人を上まわる事業所

４６．６
３６．８
９．８

平均費用（ユーロ） ３１１

一人一日あたりの費用（ユーロ） １３５

総宿泊件数（１００万） ５７．６

（典拠）DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2009 , p．２０

〔表７〕旅行費用の構成割合（２００８年）

交通手段 費用（単位 １０億ユーロ） 比率（％）

飛行機運賃 １３．８ ２８

宿泊費 １１．５ ２４．５

鉄道運賃 ６．９ １５

食事接待 ５．９ １２．５

レンタカー ４．３ ９

その他 ５．１ １１

（典拠）DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2009 , p．２０
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休暇旅行の季節変動においては、６～９月のウアラウプ期間に大きな波があり、この動きは国
外旅行の波と完全に一致している。但し、国内旅行に限定すれば１２月の旅行者数は無視できる数
値ではない。
宿泊日数による分類では、４～７日が最も多く、次いで８～１４日が多い。この統計数値が示す

のは、ドイツ人の休暇旅行が例えば１カ月という長期にわたるという印象が覆ることになる。
旅行を企画する主体は旅行者個人が圧倒的に多い。ただし、国外旅行に限定すれば、旅行会社

の企画によるもの、またそのうちにはパック旅行を利用するものも一定程度存在している。

〔表８〕ビジネス旅行の目的地（２００８年）

都市名 比率（％）

ドイツ国内
ベルリン
ミュンヘン
ハンブルク
デュッセルドルフ
ケルン

１００．０
１９．４
１９．４
１２．０
９．９
９．９

ヨーロッパ
ロンドン
ウィーン
パリ
チューリッヒ
ミラノ

１００．０
９．５
８．１
７．８
５．３
３．７

非ヨーロッパ
モスクワ
上海
ニューヨーク
東京
北京

１００．０
８．８
５．０
４．５
３．８
３．７

（典拠）DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2008 , p．１６

〔表９〕休暇旅行の行動分析
（２００８年度、１５歳以上、４泊以上の旅行）単位１００万人

合計人数 国内旅行のみ 外国旅行のみ

合計
男性
女性

４４．７
２１．１
２３．７

１６．０
６．９
９．１

２０．４
１０．２
１０．２

年齢（才）
１５―２４
２５―４４
４５―６４
６５―

５．７
１４．９
１４．５
９．７

２．２
５．４
４．２
４．３

２．９
７．２
７．３
３．１

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009 , p．４１５
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〔表１０〕休暇旅行の支出額
（２００８年度）単位１００万ユーロ

合計 外国旅行 ４泊以上の旅行計 ４泊以上の外国旅行

合計 ８１，７６５．０ ５３，５１９．９ ６４，２３８．１ ４９，２８２．９

宿泊数
１―３
４―７
８―１４
１５―２８

１７，５０６．９
２４，４６０．７
２６，０４１．９
１１，３９３．７

４，２３７．０
１５，４７８．７
２１，４５２．４
１０，１４６．４

２４，４６０．７
２６，０４１．９
１１，３９３．７

１５，４７８．７
２１，４５２．４
１０，１４６．４

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009 , p．４１５

〔表１１〕休暇旅行の季節変動
（２００８年度、１５歳以上、４泊以上）単位１００万人

合計 国内 国外

１月 ４．７ １．８ ２．９

２月 ４．６ １．８ ２．８

３月 ７．８ ３．０ ４．８

４月 ６．４ ２．６ ３．８

５月 ９．３ ４．０ ５．３

６月 １０．８ ４．５ ６．３

７月 １３．４ ６．０ ７．５

８月 １４．１ ５．６ ８．５

９月 １１．２ ４．９ ６．４

１０月 ９．４ ４．４ ５．０

１１月 ３．７ １．５ ２．１

１２月 ８．４ ５．０ ３．４

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009 , p．４１５

〔表１２〕休暇旅行の宿泊日数による分類
（２００８年度、１５歳以上） 単位１００万人

合計 国内 国外

宿泊数
４―７
８―１４
１５―２８
２９―９１

６０．１
３２．５
９．７
１．６

３２．７
１０．１
２．２
０．３

２７．６
２２．４
７．５
１．３

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009 , p．４１５

―７―

ュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１１・Ｂ５（退／論文〈文化と文学〉／００１‐０１６　論文　山田　　　　　　Ｅ



ドイツ人の休暇旅行は、ビジネス旅行とは異なった様相を呈している。旅行目的地を大雑把に
言えば、国内３割、近隣西北ヨーロッパ２割、地中海方面２割である。国内の旅行先では、北ド
イツ（北海・バルト海）と南ドイツ（バイエルンおよびバーデン・ヴュルテンベルク）に集約さ
れる。
このことは、ドイツ人がリフレッシュ（Erholung）するために休暇旅行していることを示し

ている。
交通手段についてみると、現在においても自家用車利用が最も多いが、１９９０年代から２１世紀初

〔表１３〕旅行企画者（Reiseveranatalter）
（２００８年度、１５歳以上、４泊以上） 単位１００万人

合計 国内 国外

旅行者個人（Reisender selbst） ６７．９ ３４．９ ３３．１

旅行会社（Reisebüro, Reiseveranstalter）
うち、パック旅行（dar, Pauschalreisen）

２０．５
１４．７

２．４
１．４

１８．１
１３．３

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009 , p．４１５

〔表１３〕ドイツ人の休暇旅行先
（２００９年度、５日以上の休暇旅行） 単位 １００万人

目的地

ドイツ国内
Nord―／Ostsee
Alpen―und Voralpenland
sonstige Bayern
Baden―Württemberg

Weitere Nahziele
Österreich
Frankreich
Dänemark, Benelux
GB, Irland, Skandinavien

Mittelmeer／Mittelstrecke
Balearen
Kanaren
spanisches Festland, Portugal
Italien
Griechenland
Türkei
Nordafrika

Fernziele
USA, Kanada
Karibik
Mittel―und Südamerika

３０．１
９．４
２．０
４．３
２．５
１９．０
５．２
２．１
３．９
３．９
２１．８
３．１
２．２
２．４
６．４
１．９
３．１
１．９
４．６
１．８
０．４
０．３

Gesamt ７５．５

（典拠）DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2009 , p．２
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頭にかけて、自家用車利用が漸減している一方、航空機利用が漸増してきた。このことは、ドイ
ツにおいて低運賃航空会社が多数、就航していることと大いに関係がある。iv

なお、これとは異なる統計においても、全体の傾向は変わらない（〔表１５〕参照）、航空機利用
はそのほとんどが国外旅行であることが明らかとなる。
利用交通手段の７％を占めるバス旅行の目的地においては、国内では南ドイツおよび北ドイツ、

国外ではイタリア、オーストリア、ポーランド、チェコ、フランスなど近隣諸国にほぼ集約され
る。（〔表１６〕参照）

〔表１４〕ドイツ人休暇旅行者の交通手段比率（％）

年度 自家用車 飛行機 バス 鉄道

１９９２ ６０ ２０ ９ ９

１９９４ ６０ ２２ ８ ８

１９９６ ５７ ２７ ８ ６

１９９８ ５５ ３０ ７ ６

２０００ ５５ ３０ ７ ６

２００２ ５６ ２９ ７ ６

２００３ ５６ ２９ ８ ５

２００４ ５４ ３０ ８ ６

２００５ ５３ ３２ ７ ６

２００６ ５３ ３２ ７ ６

２００７ ５２ ３３ ７ ７

２００８ ５１ ３３ ７ ７

２００９ ５３ ３２ ７ ６

DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2005 , p．３, 2006 , p．８, 2008 , p．８, et 2009 , p．１０よ
り作成

〔表１５〕休暇旅行に伴う主たる交通手段
（２００８年度、１５歳以上、４泊以上）単位１００万人

合計 国内 国外

航空機（Flugzeug） ２７．７ １．１ ２６．６

船（Schiff） １．６ ０．２ １．４

列車（Zug） １０．２ ８．１ ２．０

バス（Bus, Reisebus） ７．１ ２．２ ４．９

自動車（PKW, eigener Wagen oder
Mietwagen）

５７．３ ３３．６ ２３．６

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009 , p．４１５
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４．ドイツにおける旅行業

フライヤーは、１９９０年代以降、ドイツの旅行業が系列化していったことを指摘した。（［表１７］
参照）
独立系の旅行業者は１９９０年において全体のおよそ８割を占めていたが、２００３年にはわずか２％

まで低下した。
旅行業には、理念形として「旅行企画業」と「旅行販売業」がある。現実の機能においては、

その混合形態や中間形態が存在し、旅行企画業と旅行販売業、交通業と旅行販売業が同一名称の
企業であっても、機能ごとに別法人の形をとっている場合もある。
その例として、旅行企画業 TUI（Reiseveranstalter TUI）と TUI販売店（TUI―Verkaufsbüros）、

航空業ルフトハンザ（Leistungsträger Lufthansa）とルフトハンザ販売店（Lufthansa―Verkaufsbü-

ros）が挙げられる。v

「純粋な」旅行企画業（“reine”Reiseveranstalter）は、もっぱら旅行の組織／企画に関わり、自
社で企画した旅行を外部の旅行仲介業者に販売する。ドイツ最大の旅行企画業者は TUIであり、
TUI代理店はすべて独立した／外部の経営（eigenständige／fremede Betriebe）である。
他方、自社で企画した旅行を自社の販売店（eigene Verkaufsbüros）に卸売する旅行企画業も

存在する。こういった旅行企画業には２種類あって、ひとつは専ら／または主として自社の旅行
商品を卸売する。かつてのネッカーマン・ライゼン（Neckermann―Reisen）、今日ではルフトハ

〔表１６〕ドイツ人によるバス旅行の目的地比率（２００９年）

目的地 比率（％）

国内
バイエルン
メクレンブルク・フォアポメルン
バーデン・ヴュルテンベルク
ザクセン
シュレスヴィヒ・ホルシュタイン

６．９
６．４
３．９
３．８
３．３

ヨーロッパ
イタリア
オーストリア
ポーランド
チェコ
フランス

１３．２
８．４
６．７
５．６
４．２

DRV, Fakten und Zahlen deutschen Reisemarkt 2009 , p．９

［表１７］ドイツ旅行業界の系列化

１９９０年 ２０００年 ２００３年

（Ketten―und Franchiesesystem） Ca.１５％ ３５％ ４６％

（Kooperationen） Ca.５％ ３６％ ５２％

（Ungebundene Reisebüro） Ca.８０％ ２９％ ２％

（典拠）Freyer, W., Tourismus, Einführung in die Fremdenverkehrsökonomie，８. Auflage, München，２００６,
p．２４５
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ンザがこれにあたる。
もうひとつ、旅行企画業の所有する旅行仲介業には、他社の旅行（“fremde” Reisen）も仲介

するものがある。その代表はデパートの旅行業者（Kaufhaus―Rreisebüros）で、仲介の中心は自
社商品であるが、他者の企画した旅行、とくに地域の旅行企画業者の商品および IATA便のチケ
ットもあわせて販売している。vi

これらとは、対極に「純粋な」旅行仲介業（“reine” Reisevermittler）が存在し、もっぱら他
者の企画した旅行の仲介をおこなう。現存する旅行社の大半はこの形である。vii

〔表１８〕ドイツにおける旅行販売会社（Reisevertriebssystem）
（２００８年）

売り上げ（１００万ユーロ） 店舗数

Quality Travel Alliance（QTA）＊ ４，３８６ ６，８３２

Touristik der Rewe Group ４，３５７ ２，５３３

TUI Leisure Travel ３，０１０ １，４８３

Touristik Multi Channel Ver-
triebsgesellschaft（TMCV）＊＊

２，８８０ ２，７１２

LH City Center ２，０６０ ４８４

BCD Travel １，８５２ １１７

Thomas Cook １，５２５ １，３９０

RSG＊＊＊ １，１０６ １，３８７

Carlson Wagonlit Travel（CWT） １，０２０ ５８

Otto Freizeit und Touristik
（OFT）＊＊＊＊

８８１ ４２２

（典拠）DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2009 , p．１４
* Reisebüro―Allianz aus５verbunden : RTK, Schmetterling, Best―RMG, Alpha TUI Travel Star
**Reisebüro―Allianz aus２Verbunden : TSS, AER
***hierzu gehören ProTour／RCE, Deutscher Reisering, TourContact, Prima Urlaub
****hierzu gehört u.a. Reiseland

〔表１９〕ドイツにおける旅行企画業（Reiseveranstalter）２００９年

売り上げ（１００万ユーロ） 旅行企画参加者数（千人）

TUI Deutschland ４，２３８ １０．９２３

Touristik der Rewe―Group ２，８７５ ６，０３９

Thomas Cook ２，６００ ４，８００

Alltours １，２２０ １，５２０

FTI ９３７ １，５３０

Aida Cruises ７２２ ４１４

Öger―Gruppe ６９６ １，３１９

（典拠）DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2009 , p．１５
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ただし、航空、鉄道、レンタカー、フェリー、宿泊、イベント、保険などの観光関連業種は Leis-

tungträgerと呼ばれ旅行企画業、旅行仲介業とは区別される。viii

旅行販売業においては、QTAグループが売り上げにおいても、店舗数においても最大規模を
誇る。売り上げにおいてこれに続くのは、レーヴェ・グループ、TUIレジャートラベル、TMCV

グループ、ルフトハンザ・シティーセンターである。
旅行企画業においては、TUIが最大の売り上げと旅行企画参加者を誇る。レーヴェ・グループ、

トーマス・クック、アル・ツアーズがそれに続く。
従って、レーヴェ・グループと TUIは垂直統合のメリットを享受していると思われる。
旅行業を「事務所を構える旅行業」（Stationäre Reisebüros）とウェッブ上の旅行業（Online―Re-

isebüros）に区別することもできる。このうち、前者は「古典的旅行社」（Klassische Reisebüros）、
「ビジネス旅行社」（Bisiness Travel）、「観光旅行社」（Touristische Reisebüros）に区分すること
もある。いずれの業態においても２００１年以降、会社数は減少を示してきた。
上記の旅行代理店における売上は、２００９年度において１千９百万ユーロ、そのうち、個人の顧

客から１千３百３０万ユーロ、法人の顧客から５百７０万ユーロの売り上げであった。ix

近年、目覚ましく成長してきたのが「ウェッブ上の旅行業」、オンライン・ライゼビューロー
（Online―Reisebüros）である。
２００８年度には、およそ３３の旅行ポータルがドイツに存在し、年間売上の推計は４３０万ユーロで
ある。x

オンラインによる旅行予約は LCCによる休暇旅行と密接な関係がある。［表２１］は、航空券の
オンライン予約状況をまとめたデータであるが、これらの目的地はウアラウブ対象地としての人
気が大きいところである。

〔表２０〕事務所を構える旅行業（Stationäre Reisebüros）数

古典的旅行業
（Klassische Reisebüros）

ビジネス旅行社
（Bisiness Travel）

観光旅行社
（Touristische Reisebüros）

２００１ ４，９７８ １，２０７ ８，０５０

２００２ ４，３１２ １，０１７ ８，３５１

２００３／２００４ ３，９７０ １，０４４ ８，７３９

２００５ ３，６３６ ９８０ ８，０２３

２００６ ３，５９６ ８７６ ７，３９４

２００７ ３，３０１ ９３９ ７，１６４

２００８ ３，１９２ ９５１ ６，９０３

２００９ ２，９２４ ８４９ ６，９４４

（典拠）DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2005 , p．６, 2006 , p．１６et 2009 , p．１６
（注）Klassichsche Resisebüro : Reisebüro mit mindestens einer Veranstalter―und mindestens einer

Verkehrsträgerlizenz（DB―oder IATA―Lizenz）
Business Travel : Reisebüro／Dienstleister／Betriebsstelle eines Firmenreisendienstes, die überwiegend
Dienstreise―und Geschäsreisekunden bedienen
Touristische Reisebüro : Reisebüro mit mindestens zwei Veranstalterlizenzen, ohne DB―oder IATA―
Lizenz
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オンライン予約による旅行金額をみると、もっとも多い価格帯は１，０００～１，５００ユーロであり、
次いで５００～１，０００ユーロである。すなわち、低運賃航空会社便を利用した低価格休暇旅行市場が
オンライン予約市場といえよう。

４．ドイツの旅行収支

ドイツ旅行収支は、世界のどの地域に対してもマイナスとなっている。とくにヨーロッパに対
する収支、なかでもユーロ圏に対して著しいマイナスとなっている。
これを各国別に考察すると、スペイン、イタリア、トルコ、エジプト、オーストリアなどドイ

ツ人が休暇目的地に好んで選択する国、特にドイツの南方に位置する国に対して収支が赤字とな
っている。また、東欧諸国に対しても多くの赤字を計上している。
一方、ベルギー、オランダ、デンマーク、イギリスなどドイツより北に位置する国に対しては

黒字となっている。

〔表２２〕オンライン予約による旅行金額（２００９年）

オンライン予約による旅行費用（ユーロ） 比率（％）

３，０００― ５．８

２，５００―３，０００ ５．３

２，０００―２，５００ ９．２

１，５００―２，０００ １７．７

１，０００―１，５００ ３０．１

５００―１．０００ ２６．１

０― ５００ ５．８

（典拠）DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2009 , p．１９

〔表２１〕航空券のオンライン予約による目的地（２００９年）

目的地空港 比率（％）

アンタルヤ（トルコ）Antalya １８．４

パルマ・デ・マジョルカ（スペイン）Palma de Mallorca １７．０

フルガダ（エジプト）Hurghada ９．１

ラス・パルマス（スペイン）Las Palmas ５．１

フエルトヴェントュラ（スペイン）Fuerteventura ４．１

テネルフェ・スール（スペイン）Teneriffa Sud ３．６

モナスティール（チュニジア）Monastir ３．１

ヘラクリオン（ギリシャ）Heraklion ２．９

シャルム・アッシャイフ（エジプト）Sharm―el―Sheik ２．８

イビザ（スペイン）Ibiza １．９

（典拠）DRV, Fakten und Zahlen zum deutschen Reisemarkt 2009 , p．１８

―１３―

ュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１１・Ｂ５（退／論文〈文化と文学〉／００１‐０１６　論文　山田　　　　　　Ｅ



〔表２３〕ドイツの世界地域別対外旅行収支
（２００８年度）単位１００万ユーロ

収入 支出 収入－支出

対ヨーロッパ
EU２７カ国
EU１５カ国
EWU圏

２３，０１８
１９，０２３
１６，９３８
１３，１７１

４９，８２４
４０，５７１
３４，５８３
３１，６８４

―２６，８０６
―２１，５９８
―１７，６４５
―１８，５１３

対アフリカ大陸 １０８ ２，７４２ ―２，６３４

対アメリカ大陸 ２，５２６ ５，２３５ ―２，７０９

対アジア １，３９８ ４，３１６ ―２，９１８

合計 ２７，２０８ ６１，９９４ ―３４，７８６

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009 , p．４１７

〔表２４〕ドイツの各国別旅行収支
（２００８年度）単位１００万ユーロ

収入 支出 収入－支出

ベルギー １，１９０ ８０６ ３８４

フランス（海外県を含む） ２，４４４ ３，９１３ ―１，４６９

ギリシャ ２９０ １，６４７ ―１，３５７

イタリア １，３１０ ６，１０６ ―４，７９６

ルクセンブルク ５２６ ６６５ ―１３９

オランダ ３，３８４ ２，８４１ ５４３

オーストリア ２，３２６ ６，１７５ ―３，８４９

ポルトガル １９３ ６９５ ―５０２

スペイン（カナリア諸島、セウタ
Ceuta，メリージャMelillaを含む） １，０２１ ７，３０７ ―６，２８７

ブルガリア ２０７ ４７１ ―２６４

デンマーク １，５７５ １，００７ ５６８

ポーランド １，０４９ ２，２８１ ―１，２３２

チェコ ３６６ １，９２０ ―１，５５４

ハンガリー １０２ ６８５ ―５８３

イギリス １，４４６ １，５１８ ７２

クロアチア ４５ １，１２０ ―１，０７５

スイス ２，７９１ ２，７４８ ４３

トルコ １６２ ３，４６１ ―３，２９９

エジプト ３２ １，１１９ ―１，０８７

アメリカ合衆国 ２，１４６ ３，１０３ ―９５７

（典拠）Statistisches Bundesamt, Statistisches Jahrbuch 2009 , p．４１７
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このことから、休暇旅行者の流れは北から南へ移動していることが推察できる。
〔表２４〕は絶対額を基準としているので、これを支出／収入比率に換算する。（〔表２５〕参照）
ドイツと比較して、著しく所得水準が低いクロアチア、トルコ、エジプトに対しては、収入に

比して２０倍以上の支出超過となっている。また、EUの中で所得水準が劣るギリシャ、スペイン、
チェコ、ハンガリーに対する支出超過の収入比は５倍以上８倍以下となっている。これに対して、
ドイツと経済水準が近接している諸国に対しては、収支が比較的均衡している。世界の旅行者を
集めているとの印象が強いフランスに対しても、その比率は１．６１倍に過ぎない。
特に、ドイツが旅行収支において、収入超過となっているベルギー、オランダ、デンマークお

よび収支が均衡しているルクセンブルク、イギリスは一人当たりの所得が高い国である。
このことから、旅行収支は相対的に所得水準が高い国にたいしては、黒字となり、低い国に対

しては赤字となることが分かる。

〔表２５〕ドイツの旅行収支の国別構造

対象国 支出／収入

ベルギー ０．６７

フランス（海外県を含む） １．６１

ギリシャ ５．６８

イタリア ４．６７

ルクセンブルク １．２６

オランダ ０．８４

オーストリア ２．６５

ポルトガル ３．６１

スペイン（カナリア諸島、セウタ Ceuta，メリージャMelillaを含む） ７．５７

ブルガリア ２．２８

デンマーク ０．６４

ポーランド ２．１７

チェコ ５．２５

ハンガリー ６．７２

イギリス １．０５

クロアチア ２４．８９

スイス ０．９８

トルコ ２１．３６

エジプト ３４．９７

アメリカ合衆国 １．４５

世界全体 ２．２８

〔表２４〕を基に作成した。
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〔小括〕

ドイツ人の旅行動機において、ビジネス旅行者は休暇旅行者のおよそ４分の１であった。
ビジネス旅行者の平均旅行日数は２．３日で、１日あたりの旅費は１３５ユーロで、旅行目的地は内外
の大都市であった。旅行費用の構成を見ると、航空運賃にその２８％が充てられている。
休暇旅行においては、国内よりも国外を目的地とする傾向が強く、宿泊日数では４～１４泊の範

囲がほとんどである。旅行を企画するのは、内外を問わず旅行者個人であった。旅行目的地は、
国内が３割、西北ヨーロッパが２割、地中海方面が２割である。国内旅行先では、北ドイツと南
ドイツに２分されている。交通手段は近年、減少傾向にあるとはいえ、自家用車の利用が５０％以
上を占めている。オンライン予約による航空機利用者によってスペイン、トルコ、エジプト、ギ
リシャへ旅行する低コストマーケットが存在している。
ドイツの旅行収支をみると、所得水準が相対的に低い国に対しては支出超過であり、ドイツと

所得水準が同程度である国に対しては、収支が均衡する傾向がある。

〔展望〕

仮に日本人が外国旅行において支出する金額と外国人が日本旅行で支出する金額が均衡すると
したら、それは日本観光の魅力が外国人に認知されたことでもあるが、より重要な要因は、日本
の所得水準に外国のそれが追いついたことをも意味する。素直に喜べることではない。
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